


まつもと市議会だより
vol.196 2



まつもと市議会だより 
vol.1963



まつもと市議会だより
vol.196 4

人　事
下記の人事案件について、同意することに決定しま

した。

・教育委員会委員　春
すの

原
はら

　啓
けい

子
こ

　氏
・固定資産評価審査委員会委員
　　　　　　　　　北

きた
澤
ざわ

　伸
しん

一
いち

　氏

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会に文書によ

り提出するものです。議員の紹介は不要です。

加齢性難聴者の補聴器購入に対する 
公的補助制度の創設を求める陳情

「加齢性難聴者の生活を守るため、補聴器購入に対
する所得制限なしの公的補助助成制度を創設するこ
と」の実現を市に働きかけるよう求めるもの

➡詳細やその他の陳情については、 
こちらからご覧いただけます。

松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例などを可決

今定例会では、松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例など市長から提出された 38 件の議案のほか、
2 件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶議案審査等の概要は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7 ～ 14 をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 9号　松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に
　　　　　　  関する条例の一部を改正する条例

人事院勧告に準じて、松本市特別職の職員の期末手当の支給率を改定
するものです。

年間の支給率を 0.1 引き下げるもので、右の表のとおりです。
〔施行日〕令和 3 年 12 月 1 日等

議案第11号　 令和3年度松本市一般会計補正予算（第7号） 
【山岳観光推進事業費追加】

市民利用を増やすため、市内のスキー場において、市内小中学生と付き
添いの大人を対象としたリフト券の購入金額を全額補助するものです。

対象施設は、「Mt. 乗鞍スノーリゾート」と「野麦峠スキー場」です。

議会案
実現に向けて国と県に提出しました。

私立高校への公費助成に関する意見書
私学教育の振興を図るため、私立高校への経常費補

助や設備費の補助などを増額することを国や県に要望
するもの

松本市議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部を改正する条例

人事院勧告に準じて、松本市議会議員の期末手当の
支給率を議案第 9 号と同様に改定するもの

➡詳細やその他の議会案については、 
こちらからご覧いただけます。

可決

可決

令和 3年 12月

定例会
11 月 29日～ 12月 16日

（会期 18日間）

期末手当の支給率の改定 （単位　月）

区分 改定前
改定後

令和 3 年度 令和 4 年度
6 月 1.675 1.675 1.625
12 月 1.675 1.575 1.625

計 3.35 3.25 3.25

野麦峠スキー場　パノラマゲレンデ

　　趣旨
 採択
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。定例会中の委員会では、
議案の審査のほかにも、請願、陳情を審査しています。また、それ
以外の案件については、委員会に併せて開催される委員協議会で協
議等を行っています。ここではその一部をお伝えします。

公の施設の指定管理者の指定について 
（駅前会館）

昭和 62 年に市民福祉の向上と教育・文化活動の向
上を図るため設置された駅前会館の指定管理者を特命
により（一社）松本市歯科医師会に指定するものです。

こんな質問・要望が出ました

Q 駅前会館の貸館廃止の見込みは。

A 本年 1 月に議会へ報告した事業棚卸の実施結果
に基づき、施設の長寿命化の目途となる建築後

40 年が経過する令和 9 年度までには、方向性を示した
いと考えている。現在は事務レ
ベルで、建物の在り方も含め、
廃止に向けて必要となる調整項
目や課題等の整理を行っている。

要 望
同じ施設で行われている子ど

もの歯科検診など歯科口腔関係
の事業は重要であり、事業が無
くなることがないよう、手立て
を十分に検討してほしい。

議案第 16 号可決 令和 3年度松本市一般会計補正予算（第 8号）
【子育て世帯等臨時特別支援事業費】

国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」
に基づき、18 歳以下の子どもがいる世帯に対し、子
ども 1 人当たり 10 万円の給付を行うものです。

こんな質問が出ました

Q 例えば、中学卒業後、高校に進学せずに就職し
た 18 歳以下の子どもは、今回の子育て世帯へ

の臨時特別給付金の支給対象となるのか。

A 子どもの高校在学又は就労の有無については、
支給要件ではないので、中学卒業後、高校に進

学せずに就職した 18 歳以下の子どもも対象にはなり得
る。ただし、今回の臨時特別給付金は、あくまでも対
象児童を監護し生計を
維持する保護者に支給
されるものなので、児童
手当と同様に、申請の際
に監護の有無や生計関
係等を確認した上で、
支給の可否を判断する。

議案第 36 号可決

厳しくチェック !!

議案審査等の概要

公の施設の指定管理者の指定について 
（竜島温泉施設）

平成 12 年に市民等の福祉の増進と観光事業の振興
のため設置された竜島温泉施設の指定管理者を公募に
より（株）奥原造園に指定するものです。

こんな質問が出ました

Q 本施設は、独立採算の利用料金制を導入してい
るが、コロナ禍における市の対応と経営状況は

どのようになっているか。

A 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、休
館をした際には、市から休業補てんを行った。

経営状況については、食事等の充実を図るため、指定
管理者の自主事業として設備投資を行ったこともあ
り、赤字となっている
が、令和 4 年度からは、
設備投資に係る減価償
却が終了するため、経
営は改善される見通し
である。

議案第 26 号可決 令和 3年度松本市一般会計補正予算（第 7号）
【鉄道対策事業費追加】

令和 3 年 8 月の大雨により被災し、令和 4 年 6 月
の全線運行再開を目指す上高地線の田川橋梁と奈良井
川橋梁の復旧費用に対する補助金を計上するものです。

こんな質問が出ました

Q 国や県からの補助は得られるのか。市民からの
寄附やクラウドファンディングは検討するか。

A 国の補助制度では、今後予定する橋脚の補強や
河床の洗堀防止工事などの安全対策に対する補

助は見込めるが、災害復旧工事に関しては、補助対象
とならない。しかし、国・県ともに何らかの支援が得
られないか協議を続けている。市民からは、復旧を応
援する声が届いており、
市のふるさと納税の対
象にする検討をしてい
る。また、アルピコ交
通株式会社でも、支援
を募る取組を検討して
いる。

議案第 11 号可決



賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど

詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果
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予算

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

11 令和３年度松本市一般会計補正予算（第７号） ４常任

可決 可決
12 令和３年度松本市奈川観光施設事業特別会計補正予算

（第１号） 総

36 令和３年度松本市一般会計補正予算（第８号）
総務・
厚生・

経済文教

財産

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

13 市有財産の取得について（松本市基幹博物館資料収納棚
等）

基幹博物
館建設 可決 可決

条例

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市国民健康保険条例の一部を改正する条例 厚

可決 可決

2 松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 厚

3 松本市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 厚

4 松本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

5 松本市特定児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 厚

6 松本市地区計画の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部を改正する条例 建

7 松本市手数料条例の一部を改正する条例 建

8 松本市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条
例の一部を改正する条例 建

9 松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 総

10 松本市職員の給与に関する条例及び松本市一般職の任期
付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 総

道路

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

14 市道の認定について 建 可決 可決

その他

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

15 公の施設の指定管理者の指定について（奈川高ソメキャ
ンプ場　外１施設） 総

可決 可決16 公の施設の指定管理者の指定について（駅前会館） 総

17 公の施設の指定管理者の指定について（城山介護老人保
健施設） 厚

人事

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

37 教育委員会委員の任命について
ー ー 同意

38 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議会案

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 15 松本市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正
する条例 － － 可決

議 16 私立高校への公費助成に関する意見書

陳情

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果回付

委員会
審査
結果

陳 13 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設
を求める陳情 厚 趣旨

採択 ー

陳 14 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 経 採択 ー

18 公の施設の指定管理者の指定について（奈川屋内スポー
ツ施設） 厚

可決 可決

19 公の施設の指定管理者の指定について（奈川生きがい増
進センターふれあいの家） 厚

20 公の施設の指定管理者の指定について（中央西駐車場） 経
21 公の施設の指定管理者の指定について（中央駐車場） 経

22 公の施設の指定管理者の指定について（大久保工場公園
団地管理会館） 経

23 公の施設の指定管理者の指定について（公設地方卸売市
場） 経

24 公の施設の指定管理者の指定について（梓川地場産品直
売センター） 経

25 公の施設の指定管理者の指定について（三城いこいの広
場） 経

26 公の施設の指定管理者の指定について（竜島温泉施設） 経
27 公の施設の指定管理者の指定について（鈴木鎮一記念館） 経
28 公の施設の指定管理者の指定について（音楽文化ホール） 経

29 公の施設の指定管理者の指定について（美術館　外１施
設） 経

30 公の施設の指定管理者の指定について（庄内屋内プール　
外　１施設） 経

31 公の施設の指定管理者の指定について（下町会館） 建
32 公の施設の指定管理者の指定について（中町蔵の会館） 建

33 公の施設の指定管理者の指定について（河川防災ステー
ション） 建

34 公の施設の指定管理者の指定について（松本駅お城口広
場　外３施設） 建

35 公の施設の指定管理者の指定について（アルプス公園　
外　２施設） 建

○：賛成　　　×：反対　　　欠：欠席　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
会派名
議員名

議案
番号

開明 政友会 誠の会 公明党 日本共産党
松本市議団 無所属

土
屋　
眞
一

上
條　
敦
重

吉
村　
幸
代

今
井
ゆ
う
す
け

川
久
保
文
良

上
條　
　
温

芝
山　
　
稔

牛
丸　
仁
志

古
沢　
明
子

村
上　
幸
雄

中
島　
昌
子

上
條　
俊
道

柿
澤　
　
潔

若
林　
真
一

阿
部　
功
祐

犬
飼　
信
雄

太
田　
更
三

内
田　
麻
美

勝
野　
智
行

上
條
美
智
子

近
藤　
晴
彦

塩
原　
孝
子

澤
田
佐
久
子

犬
飼　
明
美

池
田　
国
昭

横
内　
裕
治

田
口　
輝
子

上
條　
一
正

神
津
ゆ
か
り

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○
35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × × × × × × × ×
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質問項目

質問項目

誠
の
会

若わ
か
林ば
や
し
　
真し
ん
一い
ち　

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

交
通
を
基
本
と
し
た
少
子
化
対
策

高
速
交
通
網
の
整
備
の
効
果
は
、
東
京
一

極
集
中
の
解
消
や
移
住
定
住
の
促
進
に
繋

が
る
と
考
え
る
。「
松
本
の
街
づ
く
り
は

交
通
が
要
」
と
す
る
市
長
の
、
将
来
の
少

子
化
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
地
域

経
済
の
成
長
力
を
引
き
上
げ
、
所
得
向
上

を
図
る
こ
と
に
繋
が
る
重
要
な
政
策
と
考

え
る
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
促
進

は
優
先
度
の
高
い
課
題
で
、
波
田
か
ら
中

ノ
湯
間
の
ル
ー
ト
を
早
期
決
定
し
計
画
促

進
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
道
路
の

開
通
は
、
地
域
経
済
の
押
上
効
果
が
見
込

ま
れ
、
若
い
世
代
の
雇
用
確
保
や
拡
大
に

繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。
交
通

政
策
を
積
極
的
・

一
体
的
に
展
開

し
、
少
子
化
の

歯
止
め
と
人
口

定
常
化
の
実
現

に
繋
げ
て
い
く
。

誠
の
会

阿あ

部べ　
功こ
う
祐す
け

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
こ
ど
も
福
祉
に
つ
い
て

・
松
本
城
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
と
フ※

１

レ
イ
ル
予
防

本
市
は
健
康
寿
命
延
伸
を
掲
げ
国
等
に
先

駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
臥
雲
市
長

就
任
以
来
、
健
康
づ
く
り
に
関
し
て
縮
小

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
そ
こ
で
2
点
伺

う
。
①
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
市
長
の
思

い
②
全
身
疾
患
に
影
響
を
及
ぼ
す
口
腔
衛

生
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

市
長　
①
よ
り
実
践
的
な
取
り
組
み
と
し

て
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
二
つ
の
方
向
性
と
し
て
、

一
つ
目
に
、
保
健
所
機
能
を
活
用
し
医

療
、
介
護
、
検
診
な
ど
の
デ
ー
タ
を
多
角

的
に
分
析
し
、
運
動
習
慣
や
社
会
参
加
に

繋
げ
る
事
業
に
取
り
組
む
。
二
つ
目
に
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
に
取
り
組
む
。
具

体
的
に
は
、
市
立
病
院
の
移
設
に
あ
た

り
、
全
国
で
あ
ま
り
例
の
な
い
フ
レ
イ
ル

予
防
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　
②
フ
レ
イ
ル
予
防
の
一

環
と
し
て
、
オ※

２

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
に

重
点
を
置
き
、
口
腔
機
能
の
状
態
を
保
つ

た
め
の
事
業
を
展
開
す
る
。

QA

QA

※ 1　フレイル　加齢に伴い、気力や体力が徐々に落ち、要介護状態になる前の「虚弱」な段階のこと。適切な治療や予防
を行うことで健康な状態に戻ることが可能。　※ 2　オーラルフレイル　口腔機能が衰え「虚弱」の状態となること。全身
の機能の衰えにも繋がる。

用語
解説

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページから
見ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
12月定例会では、21人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展
開しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

一般質問
ここが聞きたい !!

中部縦貫自動車道の橋台工事
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質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

村む
ら
上か
み　
幸ゆ
き
雄お

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
と
本
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

・
二
子
団
地
の
今
後
の
方
針

・
10
月
31
日
実
施
の
衆
議
院
選
挙
投
票
率
に
つ
い
て　
な
ど

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

施
策

本
市
に
お
い
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
進し

ん
捗ち
ょ
くし
て
い
る
か
。

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
長　
本
市
に
お
け
る
先
進

的
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
は
、
市
域
全
体
を
3
次
元
で

表
現
し
た
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
「
プ※

３

ロ
ジ
ェ

ク
ト　

プ
ラ
ト
ー
」
が
あ
る
。
ま
た
、

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
へ
の
提
案
も
、先
々

を
見
据
え
た
先
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
捉
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化

の
取
り
組
み
と
同
時
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
導
入
な
ど
、

市
民
の
身
近
な
課
題
に

今
す
ぐ
対
応
す
る
取
り

組
み
に
も
力
を
注
い
で

い
る
。
現
在
、
策
定
作

業
を
進
め
て
い
る
Ｄ
Ｘ

戦
略
で
目
指
す
方
向
性

を
示
し
つ
つ
、
今
後
も

利
用
者
目
線
で
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
。

政
友
会

古ふ
る
沢さ
わ　
明あ
き
子こ

・
松
本
の
水
に
つ
い
て

「
信
州
松
本
の
水
」
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
今

後
の
対
応

本
市
の
水
道
水
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
造
の
今

後
の
方
針
と
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
利
用
以
外

の
お
い
し
い
水
道
水
の
宣
伝
方
法
は
。

上
下
水
道
局
長　
ボ
ト
ル
水
は
、
本
市
水

道
水
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
宣
伝
に
効
果

的
だ
が
、
大
き
な
環
境
負
荷
を
伴
う
た

め
、
今
後
、
製
造
を
廃
止
す
る
。
上
下
水

道
局
で
は
試
行
的
に
、
来
客
に
対
し
、
局

の
マ
ー
ク
入
り
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
た
ガ

ラ
ス
瓶
を
容
器
と
し
て
、
水
道
水
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
く
。
ま
た
、
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
も
本
市
の
水
道
水
の
お

い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
飲
食
店
に
ラ

ベ
ル
を
提
供

し
、
水
差
し
に

貼
っ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
、

来
年
度
か
ら
実

施
す
る
予
定
で

あ
る
。

政
友
会

上か
み
條じ
ょ
う
　
俊と
し
道み
ち

・
地
域
づ
く
り
と
町
会
に
つ
い
て

・
交
通
政
策

町
会
で
集
約
さ
れ
た
意
見
へ
の
考
え

各
地
域
の
町
会
活
動
の
中
で
集
約
さ
れ
た

住
民
意
見
は
、
町
会
長
の
皆
さ
ん
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
民
意
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
く
と
い
う
市
の

方
針
を
改
め
て
伺
う
。

市
長　
町
会
は
地
域
の
基
盤
で
あ
り
、
市

政
運
営
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
認
識
し

て
い
る
。
町
会
か
ら
の
民
意
は
、
し
っ
か

り
受
け
止
め
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
町
会
の
未
来
は
、
役
員
の
な
り

手
不
足
や
加
入
率
の
低
下
か
ら
盤
石
と
は

い
え
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
外
か
ら
移

り
住
む
若
い
世
代
を
増
や
す
こ
と
に
重
点

を
置
い
た
政
策
の
展
開
が
必
要
と
考
え

る
。
さ
ら
に
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
若
い

世
代
が
加
入
の
意
義
を
感
じ
ら
れ
る
町
会

づ
く
り
や
町
会
に
未
加
入
の
市
民
の
声
も

吸
い
上
げ
る
仕
組
み
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
今
後
も
町
会
を
基
盤
に
、
地
域
の

様
々
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
総
合
的
に
政

策
判
断
を
行
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

※ 3　プロジェクト　プラトー　デジタル空間に再現された都市をあらゆる角度から観察でき、これを活用して民間サービ
スの創出につなげようという国土交通省のプロジェクト

用語
解説

三の丸エリア周辺の 3D 都市モデル

水
道
水
Ｐ
Ｒ
ラ
ベ
ル（
試
作
品
）



まつもと市議会だより 
vol.1969

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

柿か
き
澤ざ
わ　
潔き
よ
し

・
新
科
学
館
に
つ
い
て

・
た
め
池
の
利
用
と
廃
止
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
市
長
の
想
い

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
新
科
学
館
と
し

て
令
和
4
年
度
か
ら
改
修
の
予
定
だ
っ
た

が
、
計
画
が
見
直
し
と
な
っ
た
。
子
ど
も

が
わ
く
わ
く
す
る
施
設
は
必
要
と
考
え

る
。
本
市
の
子
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
成
長

し
て
欲
し
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
成
長
を

手
伝
う
の
か
、
市
長
の
想
い
は
。

市
長　
子
ど
も
た
ち
に
は
、
変
化
す
る
世

界
を
生
き
抜
い
て
い
く
力
、
不
思
議
な
こ

と
や
未
知
な
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
最

先
端
の
知
識
や
情
報
を
活
用
し
て
探
究
し

続
け
る
力
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い
。
セ
ン

タ
ー
改
修
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
教
育
に
携
わ
る
大
人
た
ち
が
最
新

の
知
見
を
身
に
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
の

日
々
の
学
び
に
繋
げ
る
施
設
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
な
っ
た
。
先
生

た
ち
の
教
え
る
力
、
学
ば
せ
る
力
を
伸
ば

し
広
げ
る
手
伝
い
を
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
先
の
見
通
せ
な
い
時
代
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
育
む
こ
と
が
、
今
取

り
組
む
責
務
だ
と
考
え
る
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
に
つ
い
て

市
街
化
調
整
区
域
で
地
区
計
画
制
度
を
活

用
し
て
実
現
で
き
る
こ
と

地
区
計
画
制
度
活
用
に
よ
り
実
現
で
き
る

こ
と
を
、
具
体
的
に
、
規
模
を
含
め
て
伺

い
た
い
。

建
設
部
長　
本
市
で
は
、
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
地
区
計
画
は
、
地
域
振
興
や

地
域
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
場
合
に
適
用

す
る
。
そ
の
た
め
、
人
口
が
著
し
く
減
少

し
て
い
る
集
落
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

例
え
ば
農
地
転
用
が
可
能
な
土
地
で
戸
建

て
住
宅
な
ど
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
利

便
性
維
持
の
た
め
、
地
域
の
人
が
集
ま
り

や
す
い
拠
点
周
辺
に
お
い
て
生
活
を
支
え

る
小
規
模
な
店
舗
、
食
料
品
や
日
用
品
の

販
売
店
舗
な
ど
の
建
設
を
可
能
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
新
た
に
道
路
を
造
っ
て
敷
地

を
造
成
し
て
い
く
よ
う
な
住
宅
団
地
や
大

型
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
立
地
は
想

定
し
て
い
な
い
。

開
明吉よ

し
村む
ら　
幸さ
ち
代よ

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
入
札
の
あ
り
方

・
空
き
家
大
国
の
住
宅
政
策
と
地
方
自
治
体

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
入
札
の
あ
り
方

入
札
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
内
部
統
制
の

観
点
か
ら
契
約
事
務
を
統
括
す
る
部
局
を

定
め
、
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
し
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
制
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
管
理
を

強
化
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

財
政
部
長　
平
成
24
年
の
事
務
連
絡
で
定

め
た
基
準
に
従
い
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
で
は
、
大

き
な
課
題
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
基
準
を
定
め
て
か
ら
10
年

近
く
経
過
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
踏
ま
え
た
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
と
考

え
る
。
議
員
か
ら

紹
介
の
あ
っ
た
他

市
の
例
を
参
考

に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
に
向
け

て
新
た
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い

く
。

QA

QA

QA

プロポーザル方式により活用事業候補
者が決定した旧五常小学校
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質問項目

質問項目

質問項目

※4　ラストワンマイル　最寄り駅やバス停と自宅などの短距離や、区域内の比較的狭い範囲内の移動のこと。　※ 5　コ
ミュニティバス　交通空白地域・不便地域の解消等を図るため、市町村等が主体的に計画し運行するもの　※ 6　デマンド
型公共交通　既定の路線や時刻表がなく、利用者の要求に応じて運行する交通システム

用語
解説

開
明上か

み
條じ
ょ
う
　
敦あ
つ
重し
げ

・
公
設
民
営
化
に
伴
う
交
通
政
策
に
つ
い
て

・
教
育
政
策
に
つ
い
て

・
市
発
行
の
広
報
物
や
印
刷
物
に
つ
い
て

公
設
民
営
化
に
伴
う
移
動
支
援
の
戦
略

移
動
支
援
に
つ
い
て
放
光
寺
町
会
の
交
通

支
援
策
な
ど
各
町
会
ご
と
で
の
取
り
組
み

を
、
市
全
体
の
問
題
と
し
て
検
討
す
る
場

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
計
画
と
課

題
は
。

住
民
自
治
局
長　
白
板
地
区
放
光
寺
町
会

で
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
連
携
し
た
移

動
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
各
地
域

で
の
個
別
の
取
り
組
み
に
は
、
担
い
手
の

確
保
や
資
金
面
で
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
と
行
政
と
で
問
題
意
識
を
共
有

し
、
市
全
体
の
政
策
課
題
と
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
市
内
各
地
で
移
動
支
援

事
業
を
進
め
る
地
区
や
町
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
実
践
者
な
ど
に
よ
る
意
見
交
換
会

を
計
画
し
、
各
地
域
の
取
り
組
み
状
況
や

課
題
な
ど
の
共
有
を
図
り
た
い
。
今
後
、

公
共
交
通
に
係
る
住
民
意
見
を
伺
う
場
を

調
整
し
、
地
域
ご
と
の
交
通
体
系
の
構
築

に
向
け
た
ラ※

４

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
課
題
を

解
決
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

開
明土つ

ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
利
用
に
よ
る

政
策
決
定
に
つ
い
て

・
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

梓
川
地
区
コ※

５

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

梓
川
地
区
に
は
多
く
の
市
民
が
暮
ら
し
て

い
る
が
、
駅
が
な
く
、
市
街
化
調
整
区
域

で
タ
ク
シ
ー
営
業
所
設
置
の
制
限
も
受
け

る
た
め
、
従
来
の
交
通
政
策
の
考
え
方
で

は
対
応
で
き
な
い
。
通
学
や
通
勤
の
た
め

の
市
内
直
行
バ
ス
の
運
行
、
デ※

６

マ
ン
ド
型

公
共
交
通
の
導
入
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
旅

館
な
ど
の
送
迎
用
車
両
を
活
用
し
た
共
同

運
行
な
ど
の
新
た
な
施
策
が
考
え
ら
れ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
今
後
に

つ
い
て
、
見
解
は
。

交
通
部
長　
梓
川
地
区
の
全
戸
を
対
象
に

行
っ
た
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
各
種
デ
ー
タ
の
分
析
、
今
後
予

定
し
て
い
る
住
民

説
明
会
で
の
意

見
、
議
員
の
提
案

な
ど
を
踏
ま
え
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

公
共
交
通
の
再
編

を
進
め
て
い
く
。

開
明上か

み
條じ
ょ
う
　
温ゆ
た
か

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
経
済
振
興
策
に
つ
い
て

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

・
童
謡
、
唱
歌
の
普
及
に
つ
い
て　
な
ど

新
た
な
工
業
団
地
造
成
に
関
す
る
調
査
研

究
の
考
え

新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
に
向
け
て
調
査

研
究
を
開
始
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

市
長　
工
業
団
地
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

整
備
を
行
う
方
向
で
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
く
。
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
奈
良

井
川
以
西
の
外
環
状
線
沿
い
を
「
複
合
産

業
地
区
」
と
位
置
付
け
、
既
存
の
産
業
団

地
と
そ
の
周
辺
へ
の
工
場
等
の
誘
致
を
図

る
こ
と
と
す
る
。
来
年
度
に
行
う
工
業
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
間
見
直
し
と
合
わ
せ
、
整
備

の
規
模
や
時
期
、
場
所
や
開
発
手
法
な
ど

に
つ
い
て
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

現在運行している西部地域コミュニ
ティバス

松本臨空工業団地
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質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら　
孝た
か
子こ

・
動
物
愛
護
管
理
行
政

・
生
活
保
護
行
政

・
高
齢
福
祉
行
政

動
物
取
扱
業
者
へ
の
立
入
検
査
計
画
と
本

市
の
監
督
指
導
計
画

動
物
虐
待
事
案
を
受
け
て
、
市
内
79
カ
所

の
動
物
取
扱
業
者
に
対
し
て
、
早
急
に
抜

き
打
ち
で
の
立
入
検
査
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
の
見
解
は
。

保
健
所
長　
立
入
検
査
で
は
、
事
業
所
の

登
録
内
容
と
管
理
記
録
の
確
認
の
み
な
ら

ず
、
動
物
の
飼
育
状
況
を
飼
養
施
設
に
入

り
直
接
確
認
し
て
い
る
。
事
業
所
の
責
任

者
の
立
会
い
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
原

則
、
事
前
連
絡
の
上
で
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
過
去
に
不
適
切
な
飼
養
管
理
な

ど
が
あ
っ
た
事
業
所
に
対
し
て
は
、
状
況

に
よ
り
抜
き
打
ち
で
実
施
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

池い
け
田だ　
国く
に
昭あ
き

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て　

学
童
ク
ラ
ブ
の
老
朽
化
な
ど
の
対
策

学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る

問
題
が
あ
り
、
ま
た
面
積
も
狭
く
体
調
を

壊
し
た
子
ど
も
の
休
憩
室
す
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。
建
て
替
え
る
に
し
て
も
、
学
校

内
の
敷
地
の
確
保
が
難
し
い
な
ど
課
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
課
題
の
解
決

を
困
難
に
し
て
い
る
の
は
何
か
。
課
題
解

決
の
た
め
に
市
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

こ
ど
も
部
長　
課
題
の
解
決
が
困
難
で
あ

る
点
に
つ
い
て
は
、
最
も
大
き
な
も
の
は

や
は
り
財
政
的
な
問
題
と
考
え
る
。
市
の

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
は
、
公
営
、

民
営
の
区
別
な
く
、
計
画
的
に
整
備
を
進

め
、
子
ど

も
の
安

全
、
安
心

な
居
場
所

を
確
保
す

る
こ
と
で

あ
る
と
考

え
る
。

公
明
党

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

・
が
ん
患
者
支
援
に
つ
い
て

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
補
助
制
度

抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
る
脱
毛
に
対
応
す
る

た
め
の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
は
患
者
の

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
が
高
額
で
あ

る
。
購
入
費
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
社
会

復
帰
の
後
押
し
や
自
信
を
取
り
戻
す
き
っ

か
け
と
な
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
積
極

的
に
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長　
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど

へ
の
助
成
は
、
が
ん
治
療
を
受
け
る
方
へ

の
後
押
し
に
な
る
と
考
え
る
が
、
財
政
負

担
も
大
き
い
。
県
単
位
で
補
助
事
業
を

行
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
市

長
会
を
通
じ
県
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
患
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、

患
者
に
接
す
る
現

場
か
ら
の
情
報
を

得
な
が
ら
、
適
切

な
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

QA

QA

QA

動物愛護と真剣に向き合う

外壁がめくり上がり、老朽化した学童施設

医療用ウィッグ
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

公
明
党

勝か
つ
野の　
智と
も
行ゆ
き

・
選
挙
管
理

・
資
料
管
理

期
日
前
投
票
時
の
宣
誓
書

投
票
所
入
場
券
に
添
付
さ
れ
て
い
る
期
日

前
投
票
に
使
用
す
る
宣
誓
書
に
つ
い
て
、

世
帯
の
有
権
者
数
分
を
添
付
す
れ
ば
、
混

雑
の
緩
和
や
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
県
内
他
市
の
状
況
と
見
直

し
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
長　
総
務
省
で
は
、「
期

日
前
投
票
の
際
に
提
出
す
る
宣
誓
書
に
つ

い
て
は
、
選
挙
人
が
事
前
に
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
市
区
町
村
に
お
い
て
創

意
工
夫
し
、
選
挙
人
の
便
宜
に
資
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。」
と
各
自
治
体
に
対
し

通
知
し
て
い
る
。
県
内
他
市
で
は
、
長
野

市
、
飯
田
市
、
諏
訪
市
、
安
曇
野
市
な
ど

多
く
の
自
治
体
で
、
ハ
ガ
キ
1
枚
で
世
帯

4
人
ま
で
が
一
人
ひ
と
り
記
入
で
き
る
宣

誓
書
付
き
の
入
場
券
を
使
用
し
て
い
る
。

本
市
の
入
場
券
に
つ
い
て
も
期
日
前
投
票

の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
投
票
所
の
受
付
が

容
易
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

公
明
党

上か
み
條じ
ょ
う
　
美み

智ち

子こ

・
災
害
時
に
お
け
る
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
つ
い
て

・
地
域
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

・
遺
族
支
援
窓
口
に
つ
い
て　
な
ど

災
害
時
に
お
け
る
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄

市
内
保
育
園
で
の
保
護
者
へ
の
調
査
結
果

や
他
自
治
体
の
導
入
状
況
を
踏
ま
え
、
本

市
で
も
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
品
と
し
て
導

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

危
機
管
理
部
長　
保
護
者
へ
の
調
査
は
、

昨
年
度
と
今
年
度
の
2
回
、
延
べ
約

６
９
０
人
に
行
っ
た
が
、
液
体
ミ
ル
ク
を

知
っ
て
い
る
方
が
9
割
、
購
入
し
た
こ
と

が
あ
る
方
が
5
割
と
昨
年
度
に
比
べ
て
割

合
が
高
く
な
っ
た
。
一
方
、
液
体
ミ
ル
ク

の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
粉
ミ
ル
ク
に
比

べ
て
①
価
格
が
高
い
②
保
存
期
間
が
短
い

と
い
う
点
が
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
4
月
に
期
間
が
一
年
半
の
新
製
品
が

発
売
さ
れ
、
粉
ミ
ル
ク
と
同
等
と
な
っ

た
。
ま
た
中
核
市
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
10

市
中
7
市
が
令
和
2
年
度
か
ら
今
年
度
に

か
け
て
導
入
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
今
後
は
粉
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
加

え
て
液
体
ミ
ル
ク
の
導
入
に
つ
い
て
取
り

組
み
を
進
め
、
避
難
生
活
の
向
上
に
繋
げ

て
い
く
。

公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
健
康
福
祉
行
政
に
つ
い
て

障
害
者
支
援
医
療
費
の
福※

７

祉
医
療
費
資
金

貸
付
制
度

①
収
入
要
件
の
引
き
上
げ
が
で
き
な
い
か

②
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
の
条
件
の
緩

和
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長　
①
福
祉
医
療
費
資
金
貸

付
制
度
は
、
県
内
医
療
機
関
の
ど
こ
で
も

受
診
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
県

下
統
一
と
し
た
ル
ー
ル
で
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
市
町
村
独
自
で
課
税
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。
②
認
定
要
件
に
つ
い
て

は
、
納
税
相
談
に
応
じ
て
支
払
い
努
力
を

し
て
い
る
方
な
ど
、
支
払
い
意
思
が
確
認

で
き
る
方
は
対
象
と
す
る
よ
う
見
直
し
に

向
け
て
検
討
を
し

て
い
く
。

QA

QA

QA

自立支援医療の手帳とお薬手帳と障害
者手帳
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※ 8　談論風発　盛んに議論や討論をすること。　※ 9　多事争論　違う意見を持つ多くの人が、さまざまな事柄に関して
議論すること。　※ 10　促進区域　太陽光発電などの再生可能エネルギー施設の導入を促進するエリア。国の地球温暖化対
策推進法の改正により、市町村が定めるよう努めることとされた。　※ 11　脱炭素化　地球温暖化の原因となっている二酸
化炭素など温室効果ガスの排出を防ぐために、石油や石炭などの化石燃料からの脱却を目指すこと。

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

無
所
属

上か
み
條じ
ょ
う
　
一か
ず
正ま
さ

・
談
論
風
発
の
組
織
風
土

談※
８

論
だ
ん
ろ
ん
風ふ
う
発は
つ
と
多※
９
事
争
論

松
本
市
と
い
う
組
織
に
お
け
る
庁
内
意
思

決
定
に
つ
い
て
2
点
伺
う
。
①
庁
議
の
位

置
付
け
は
。
②
市
長
と
職
員
と
の
政
策
調

整
に
関
し
て
、
市
長
の
考
え
や
決
め
た
こ

と
を
伝
え
る
上
意
下
達
の
場
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
談
論
風
発
と
多
事
争

論
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　
①
市
と
し
て
の
最
終
的
な
方
針
を

確
認
し
機
関
決
定
す
る
場
と
位
置
付
け
て

い
る
。
重
要
な
政
策
課
題
な
ど
は
、
個
別

の
案
件
ご
と
に
本
質
的
な
議
論
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
庁
議
に
至
る

ま
で
の
過
程
の
議
論
を
深
め
る
こ
と
を
促

し
て
い
る
。
②
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
従

来
の
常
識
を
疑
い
、
そ
も
そ
も
の
議
論
や

何
故
の
問
い
か
け
を
重
視
し
て
職
員
と
意

見
を
交
わ
し
て
い
る
。
課
題
の
論
点
が
複

数
の
部
局
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
関
係
職

員
を
一
堂
に
集
め
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

の
議
論
を
心
が
け
て
い
る
。
今
後
も
、
談

論
風
発
の
組
織
風
土
を
築
い
て
市
役
所
全

体
の
課
題
解
決
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。

無
所
属

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
ア
ル
プ
ス
公
園
に
つ
い
て

・
動
物
と
の
共
生
社
会
に
つ
い
て

ア
ル
プ
ス
公
園
全
体
に
対
す
る
子
ど
も
た

ち
の
意
見
の
反
映

ア
ル
プ
ス
公
園
は
子
ど
も
の
公
園
と
し
て

開
園
し
た
経
過
も
あ
る
。
本
市
の
子
ど
も

の
権
利
条
例
に
の
っ
と
り
、
子
ど
も
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
に
あ
る
よ

う
に
、
子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
市
の
事
業

に
反
映
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
長
の

考
え
は
。

市
長　
来
園
者
は
10
歳
未
満
が
約
40
％
、

20
歳
未
満
で
約
70
％
に
及
ん
で
い
る
。
本

市
は
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
で
、
子
ど
も
に
関
係
す
る
施
設

を
建
設
す
る
際
は
子
ど
も
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
と
定
め
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が

主
役
と
い
う
視
点
は
、
今
後
の
整
備
に
お

い
て
、
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
思
う

存
分
自
然
を
楽
し
め
る
公
園
と
し
て
、
そ

の
魅
力
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に
、
子
ど

も
た
ち
の
意
見
や
希
望
を
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
聞
い
て
い
く
。

無
所
属

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

・
公
設
民
営
バ
ス
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
お
け
る
「
促※1
※

進
区
域
」
指
定

「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
」
の
改
正
に

よ
り
、
来
年
度
か
ら
、
県
が
太
陽
光
発
電

等
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
設
備
の
設
置

を
除
外
す
べ
き
区
域
等
の
基
準
を
示
し
、

市
町
村
が
設
置
誘
導
す
る
促
進
区
域
を
設

定
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、市
の
見
解
は
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長　
促
進
区
域
に
つ

い
て
は
、
市
が
策
定
す
る
温
暖
化
対
策
の

実
行
計
画
に
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が

法
改
正
の
条
文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
現
段

階
で
は
、
制
度
の
全
体
像
が
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
来
春
ま
で
に
公
表
さ
れ
る
制
度

詳
細
を
踏
ま
え
た
上
で
、
脱※※

※

炭
素
化
や
地

域
経
済
へ
の
実
際

の
寄
与
な
ど
、
区

域
設
定
の
メ
リ
ッ

ト
を
多
角
的
な
観

点
か
ら
検
証
し
、

検
討
を
進
め
て
い

く
。

QA

QA

QA

太陽光で発電を行うソーラーパネル
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質問項目

14

無
所
属

田た

口ぐ
ち　
輝て
る
子こ

・
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
校
則
に
つ
い
て　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
へ
の
支
援

①
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
基

本
的
に
県
で
配
置
し
て
い
る
が
、
市
と
し

て
の
対
応
は
。
②
コ
ロ
ナ
禍
で
現
場
の
負

担
が
多
い
清
掃
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
の

取
り
組
み
は
。
③
不
登
校
に
な
っ
て
い
る

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
、
現
状
は
。

教
育
部
長　
①
精
神
科
の
医
療
機
関
と
連

携
し
教
育
相
談
を
担
当
す
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
市
で
独
自
に
1

名
配
置
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
拡
充
が
必

要
と
考
え
る
。
②
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
県

か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
消
毒

に
あ
た
っ
て
い
る
。
今
後
、
市
で
も
拡
充

を
検
討
す
る
。
③
中
間
教
室
や
民
間
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

が
あ
る
。
受
容
的
、

協
働
的
な
支
援
と
な

る
よ
う
指
導
助
言
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
っ
て
い
く
。

QA

コロナ禍で子どもたちが安心して過ご
せるように
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）

2
月
１
日
発
行

ま
つ
も
と
市
議
会
だ
よ
り

松
本
城
～
氷
晶
き
ら
め
く
水
鏡
～
と
題
し

て
、
初
の
レ
ー
ザ
ー
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
２
月
末

ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
越
し
い
た
だ
い
た

皆
様
に
、
い
つ
も
と
は
違
う
冬
の
松
本
を
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
新
た
な
魅
力
を
発

見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
心
配
を
せ
ず

に
、
様
々
な
行
事
が
開
催
さ
れ
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
、
私
た
ち
議
員
も
活
動
に
励
む
な
か

で
市
民
の
皆
様
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
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孫ターン就農を選択した人生
―中山間地の農業と地域の存続を考える―

松本市中山で「ちえのわ農園」
を営むご夫妻がおられます。

夫の信さんは茨城県水戸市出
身、妻の千恵さんは大阪生まれ
の東京育ち。ブルーベリーの有
機無農薬栽培やあいがも農法に
よる米作りのかたわら、農村を
元気にするプロジェクトなど、
地域に根差した活動を積極的に
展開されています。

松本市に移住・就農された理
由など、おふたりの様々な思い
をお聞きしました。

松本市へ移住し、就農され
た経緯を教えてください。

（信さん）中山地区で暮らして
いた祖母が亡くなり、母の実家
を引き継ぐ決心をしました。言
わば「孫ターン」です。平成
14 年、1 歳半の子どもを連れ
て松本市に移住しました。親戚
やその仲間の方々に助けられ
て、農業を始めることができま
した。

（千恵さん）学生時代に農業を
学び、就農希望はありました。
田舎暮らしを望んで、夫とふた
り、バイクで日本中を巡って拠
点探しもしました。松本市と聞
いた瞬間には「もっと田舎が良
いな」と思いましたが、中山に
来たら「ほど良い田舎」でした。

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

iPhone android

議会だよりをもっと身近に！
いつでも、 どこでも手軽に読めます

アプリ 「Catalog Pocket」 で

議会だよりを配信しています。

PUSH通知で確実に情報をお届け。

読みたい記事の拡大、 音声読み上げもできます。

カタログポケット

CatalogPocket

カタログポケット

地元の伝統産業である「野溝ほうき作り」
営農の皆さんが講師となり、芳川小4年生を対象に毎年行われています。

地元の伝統産業である「野溝ほうき作り」
営農の皆さんが講師となり、芳川小4年生を対象に毎年行われています。

c o n t e n t s

12 月定例会についてお伝えします

2月 6月 9月 12月
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松本市の暮らしについて、
どのように感じていますか。

（信さん）大学は国際学部の卒
業です。ネパールを訪れた際に
山がきれいな所に住みたいと考
え ま し た。 中 山 地 区 の 標 高
850m の畑から眺める日本アル
プスのパノラマは絶景で、幸せ
です。ただ、厳寒期には「大変
な所に来てしまったかな」と少
しだけ後悔したりします。

（千恵さん）子どもが 3 人おり、
松本市に来てから生まれた第二
子が今年 20 歳になります。子
育ての生活で、松本市は医療や
教育が充実しているので助かり
ました。「不便ではない田舎」
ですね。中山地区は坂道が多い
ので、子どもたちは大変だと愚
痴をこぼしますが。

農業を営む日々の思いは？

（信さん）中山地区に来てみた
ら、周囲が高齢者ばかりで驚き
ました。児童数が減って、小学
校の存続も気がかりです。農業
は地域によって支えられますの
で、地域が駄目になったら存続
できないし、逆のことも言える
でしょう。地域が元気になるよ
うな活動を展開し、若い人の参
画を願いつつ、SNS 等で発信し
ています。

（千恵さん）農業には食料の生
産だけでなく、多くの機能があ
ります。私たちは農業体験にも
協力していますが、こうした食
育をはじめとする教育という側
面、自然環境を守るという側面
などのある大切な産業です。

市議会や議員に望むこと
は？

（信さん）チェック機能を果た
し、市民の意見を汲み取って施
策につなげてほしい。松本市は
田園都市だから、農地を守るた
めにも移住政策や空き家対策が
重要です。共有してください。中山地区埴原からの眺望

菅
すが

谷
や

 信
しん

さん・千
ち

恵
え

さん
ご夫妻


